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指
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台
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合
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年
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要
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一
一

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号

　

宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
条
例
第
六
十
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
知
事
指
定
薬
物
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

　

１ 　

化
学
名　

二－

（
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）－

二－

フ
ェ
ニ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン－

一－

オ
ン
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称

名
：
Ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｏ
ｒ
ｏ
ｋ
ｅ
ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
又
は
Ｄ
Ｘ
Ｅ
又
は
Ｄ
Ｃ
Ｋ
）

　

２ 　

化
学
名　

一－

（
四－

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）－

Ｎ－

メ
チ
ル
プ
ロ
パ
ン－

二－

ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称

名
：
４－

Ｃ
Ｍ
Ａ
又
は
ｐ－

Ｃ
Ｍ
Ａ
）

　

３ 　

化
学
名　

一－

（
四－

シ
ア
ノ
ブ
チ
ル
）－

Ｎ－

（
二－

フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ン－

二－

イ
ル
）－

一
Ｈ－

イ
ン

ダ
ゾ
ー
ル－

三－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名
：
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｙ
Ｌ－

４
Ｃ
Ｎ－

Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
）

二　

指
定
の
理
由

　

 　

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用
（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
。）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
。

三　

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
三
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
沖
富
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地
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計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
鹿
島
台
東
部
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

大
崎
市
役
所
及
び
大
崎
市
鹿
島
台
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

 　

栗
原
市
花
山
字
本
沢
合
道
五
一
の
五
、
五
二
の
一
、
字
本
沢
深
山
一
一
の
一
、
一
五
の
一
、
一
五
の
二
、
三
八
の

三
、
三
九
の
一
、
四
八
の
一
、
字
本
沢
佐
中
三
の
二
七
、
三
の
二
八
、
字
本
沢
天
神
七
二
の
一
、
一
迫
字
長
崎
不
動

西
二
〇
の
一
、
二
〇
の
四
、
二
〇
の
二
九
、
三
三
の
一
、
三
三
の
三
、
三
三
の
五
、
鶯
沢
南
郷
野
山
六
八
・
七
一
の

一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

払
川
町
向
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
伊
里
前
二
三
四
番

前
Ａ
　

四
・
四
〜

 

六
・
四

 

一
四
〇
・
五
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図
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三
地
先
か
ら

同
郡
同
町
歌
津
字
伊
里
前
二
三
二
番
四
地
先

後
Ａ
　

四
・
四
〜

 

六
・
四

 

一
四
〇
・
五

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

ま
で

　

Ｂ
　

九
・
三
〜

 

九
・
五

 

一
七
六
・
四

い
う
。

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

払
川
町
向
線

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
伊
里
前
二
三
四
番
三
地
先
か
ら

同
郡
同
町
歌
津
字
伊
里
前
二
三
二
番
四
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

 

七
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
石
巻
広
域
都
市
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　

な
お
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
に

つ
い
て
の
関
係
図
書
を
宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

石
巻
広
域
都
市
計
画
道
路

　

２　

名
称　

三
・
四
・
二
百
二
号　

女
川
海
岸
線

二　

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

　

１　

追
加
す
る
部
分

　
　
　

女
川
町
石
浜
字
崎
山
の
一
部

　

２　

廃
止
す
る
部
分

　
　
　

女
川
町
石
浜
字
崎
山
の
一
部

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
14号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
，
宮
城

県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ
り
公

表
す
る
。

　
　
平
成
29年
６
月
23日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
29年
３
月
28日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
29年
６
月
１
日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
団
体
名
　
社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
イ
 　
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
多
額
の
長
期
未
収
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き

改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。　

　
　
　
ロ
 　
財
産
の
管
理
に
お
い
て
，
目
的
以
外
に
使
用
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
 　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
，
平
成
27年
度
に
内
陸
部
の
未
償
還
者
に
対
す
る
催
告
書
の
送
付

を
実
施
し
，
ま
た
，
平
成
28年
度
は
沿
岸
部
の
未
償
還
者
に
対
す
る
催
告
書
の
送
付
を
実
施
す
る
な
ど
，
債

務
者
に
対
し
て
制
度
理
解
を
促
し
，
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
金
の
未
収
金
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
 　
県
に
お
い
て
は
，
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
金
の
未
収
金
の
縮
減
対
策
に
つ
い
て
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
意
見
交
換
を
適
宜
行
い
，
未
収
金
の
縮
減
が
い
っ
そ
う
進
む
よ
う
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
ロ
 　
管
理
運
営
に
関
す
る
基
本
協
定
書
第
13条
に
基
づ
き
適
正
に
管
理
物
件
を
管
理
す
る
よ
う
努
め
さ
せ
る
と

と
も
に
，
目
的
以
外
に
使
用
す
る
場
合
に
は
，
事
前
に
承
認
を
求
め
る
よ
う
指
導
す
る
。



第2869号　平成29年６月23日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報
い
て
報
告
を
求
め
た
。

　
　
　
 　
現
在
は
単
年
度
黒
字
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
当
面
は
現
状
の
経
営
を
維
持
し
な
が
ら
，
累
積
損
失
の
早
期

縮
減
・
解
消
に
む
け
，
売
上
の
確
保
，
コ
ス
ト
の
削
減
，
更
な
る
改
善
策
の
検
討
及
び
推
進
等
を
求
め
て
い
く
。

ま
た
，
必
要
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
側
面
的
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
⑷
　
団
体
名
　
公
益
財
団
法
人
み
や
ぎ
林
業
活
性
化
基
金

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
イ
 　
正
味
財
産
増
減
計
算
書
に
お
い
て
，
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部
に
計
上
す
べ
き
基
本
財
産
評
価
損
益
等
が

投
資
有
価
証
券
評
価
損
益
等
と
し
て
経
常
増
減
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ロ
 　
一
般
正
味
財
産
増
減
額
が
３
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
た
の
で
，運
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ハ
 　
財
務
諸
表
に
お
い
て
，
計
数
，
勘
定
科
目
が
著
し
く
不
適
正
な
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
改

善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
 　
基
金
は
，
指
摘
を
受
け
た
指
定
正
味
財
産
を
充
当
し
た
基
本
財
産
評
価
額
の
計
上
先
の
違
い
に
つ
い
て
，

再
度
，
税
理
士
と
検
討
を
重
ね
た
結
果
，
平
成
28年
度
決
算
か
ら
，
指
摘
の
と
お
り
正
味
財
産
増
減
計
算
書

の
該
当
す
る
勘
定
科
目
を
修
正
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
 　
県
と
し
て
は
財
務
諸
表
の
計
上
科
目
に
つ
い
て
税
理
士
等
と
の
調
整
に
よ
り
決
定
し
て
い
た
こ
と
を
確
認

し
，
基
金
に
対
し
，
税
理
士
と
計
上
先
に
つ
い
て
速
や
か
に
結
論
を
出
す
よ
う
に
求
め
た
結
果
，
上
記
の
対

応
と
な
っ
た
。
今
後
に
お
い
て
も
，
税
理
士
等
の
専
門
家
と
調
整
を
重
ね
て
，
会
計
処
理
の
適
正
化
を
図
る

よ
う
指
導
す
る
。

　
　
　
ロ
 　
基
金
は
平
成
25年
に
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
，
専
ら
公
益
目
的
事
業
の
実
施
に
よ
り
，
林
業
労
働
力
の

確
保
や
林
業
就
業
者
の
就
労
条
件
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
，
毎
年
一
般
正
味
財
産
増
減
額
が
マ
イ
ナ

ス
の
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
移
行
前
か
ら
実
施
し
て
き
た
林
業
事
業
体
へ
の
各
種
社
会
保
険
等
の
掛
金
に

対
す
る
助
成
金
を
見
直
す
こ
と
な
く
，
公
益
法
人
移
行
後
も
維
持
し
て
き
た
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
基
金
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
 　
今
回
の
指
摘
を
受
け
て
基
金
は
，
こ
の
助
成
事
業
の
予
算
規
模
を
計
画
的
に
縮
減
す
る
た
め
の
見
直
し
を

平
成
27年
度
及
び
平
成
28年
度
の
予
算
理
事
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
，
平
成
30年
度
に
は
支
出
超
過
を
解

消
す
る
予
定
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
 　
県
と
し
て
は
，
基
金
に
対
し
運
営
改
善
を
図
る
た
め
，
事
業
規
模
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
早
期
に
実
施
す

る
よ
う
に
指
導
し
た
と
こ
ろ
，
上
記
の
と
お
り
基
金
に
お
い
て
原
因
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
，
県
の
指
導

の
も
と
，
平
成
30年
度
末
ま
で
に
事
業
見
直
し
に
よ
る
支
出
超
過
の
解
消
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
指
摘
事
項
に
該
当
す
る
条
項
に
関
わ
ら
ず
，
各
指
定
管
理
施
設
を
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
，
指
定

管
理
者
に
対
し
て
，
管
理
運
営
に
関
す
る
基
本
協
定
書
の
内
容
に
つ
い
て
，
関
係
職
員
に
確
認
を
徹
底
さ
せ

る
よ
う
指
導
す
る
。

　
⑵
　
団
体
名
　
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
国
際
化
協
会

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
イ
 　
理
事
会
で
の
承
認
等
が
必
要
と
な
る
重
要
な
取
引
に
お
い
て
，
適
正
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
と
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ロ
 　
一
般
正
味
財
産
増
減
額
が
６
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
た
の
で
，運
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
 　
当
該
取
引
に
つ
い
て
は
，
利
益
相
反
取
引
に
あ
た
る
と
の
認
識
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
か
ら
，
認
識
を
改

め
る
と
と
も
に
，
利
益
相
反
取
引
前
の
理
事
会
で
の
承
認
及
び
取
引
後
の
報
告
義
務
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
法
令
違
反
の
状
態
を
速
や
か
に
解
消
す
る
よ
う
指
導
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
債
権
の
利
息
と
し
て
受
け
取
る
利
益
を
計
上
す
る
際
，
現
金
主
義
で
は
な
く
発
生
主
義
に
よ
り
計

上
す
る
よ
う
改
め
る
と
と
も
に
，理
事
会
の
開
催
実
績
に
つ
い
て
は
，「
決
議
の
省
略
」で
行
っ
た
も
の
を「
書

面
」
と
記
載
し
実
績
に
含
め
て
い
た
も
の
を
改
め
，
実
際
の
会
議
開
催
件
数
の
み
を
実
績
報
告
と
す
る
よ
う

指
導
し
た
。

　
　
　
　
 　
今
後
も
，
公
益
法
人
関
係
法
令
等
に
反
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
ロ
 　
当
法
人
は
，
平
成
22年
度
か
ら
経
常
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
財
務
基
盤
が
脆
弱
化
し
て
き
た
こ
と
を
受

け
，
第
Ⅳ
期
宮
城
県
公
社
等
外
郭
団
体
改
革
計
画
に
お
い
て
「
改
善
支
援
団
体
」
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
か
ら
，

収
支
均
衡
を
目
標
に
，
管
理
費
の
抑
制
と
効
率
的
な
運
営
を
行
う
た
め
の
指
導
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
，

健
全
な
財
務
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
経
営
改
善
計
画
の
策
定
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
平
成
27年
度
に
は
，
平
成
28年
度
か
ら
32年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
経
営
改
善
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
，
収
支
均
衡
を
図
る
べ
く
事
業
の
見
直
し
や
収
入
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
，
平
成
29年
度
以
降
は
経
常
収
支
が
黒
字
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
今
後
も
，
健
全
な
運
営
を
維
持
す
べ
く
，
作
成
し
た
経
営
改
善
プ
ラ
ン
の
達
成
に
向
け
て
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
⑶
　
団
体
名
　
株
式
会
社
仙
台
港
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
　
期
末
に
お
い
て
，
累
積
欠
損
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。　

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
年
４
回
の
取
締
役
会
等
の
開
催
時
期
に
あ
わ
せ
て
，
仙
台
港
周
辺
の
物
流
環
境
や
現
在
の
経
営
状
況
等
に
つ



（5）　平成29年６月23日　金曜日 第2869号宮　　城　　県　　公　　報
の
実
施
や
，
県
か
ら
の
借
入
金
（
転
貸
債
）
金
利
及
び
元
本
償
還
期
間
の
見
直
し
な
ど
，
鉄
道
会
社
の
経
営
安

定
化
に
向
け
た
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
 　
ま
た
，
平
成
28年

度
の
利
用
者
数
が
過
去
最
高
と
な
る
年
間
344万

人
を
記
録
す
る
な
ど
，
継
続
的
に
実
施

し
て
き
た
利
用
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
が
，
経
常
利
益
は
，
開
業
以
降
マ

イ
ナ
ス
の
赤
字
決
算
が
続
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
，
鉄
道
会
社
の
安
定
的
な
経
営
に
向
け
て
，
収
入
の
基
盤
と

な
る
運
賃
収
入
の
ほ
か
，
運
賃
外
収
入
の
増
加
に
向
け
た
更
な
る
取
組
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
 　
鉄
道
会
社
の
運
賃
収
入
の
大
半
は
，
空
港
利
用
客
が
占
め
る
こ
と
と
な
る
た
め
，
仙
台
国
際
空
港
株
式
会
社

等
の
関
係
機
関
と
連
携
の
う
え
，「
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
利
便
性
向
上
等
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
を

設
置
し
，
よ
り
利
便
性
の
高
い
鉄
道
ダ
イ
ヤ
や
，
空
港
ア
ク
セ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
確
保
な
ど
の

検
討
を
重
ね
た
結
果
，
平
成
29年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い
て
，
３
往
復
の
増
便
と
時
隔
改
善
が
行
わ
れ
，

鉄
道
利
用
者
の
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
 　
県
と
し
て
は
，
今
後
，
早
期
の
単
年
度
黒
字
化
に
向
け
，
更
な
る
利
便
性
向
上
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
確
保
に
向
け

た
意
見
交
換
会
に
お
け
る
検
討
を
継
続
す
る
と
と
も
に
，
鉄
道
会
社
の
経
営
目
標
に
つ
い
て
，
鉄
道
会
社
と
基

本
的
な
方
向
性
を
整
理
し
，
鉄
道
会
社
自
ら
が
短
期
，
中
・
長
期
的
な
目
標
を
早
期
に
設
定
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
15号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
29年
６
月
23日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
29年
３
月
28日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
29年
５
月
18日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
　
　
 　
今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
，
基
金
に
よ
る
計
画
的
な
事
業
規
模
の
縮
減
に
つ
い
て
適
正
に
実
行
さ
れ
る

よ
う
指
導
す
る
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
上
記
対
策
の
他
に
財
政
健
全
化
に
向
け
て
各
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
精
査
し
，
必
要
に
応

じ
て
県
に
相
談
の
上
，
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
ハ
 　
基
金
は
指
摘
の
あ
っ
た
不
適
正
な
伝
票
処
理
に
つ
い
て
，
事
業
担
当
者
に
会
計
処
理
の
理
解
不
足
が
あ
っ

た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
た
め
，
以
下
の
と
お
り
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
ａ
 　
財
団
の
会
計
担
当
者
及
び
森
林
組
合
連
合
会
の
経
理
担
当
者
の
複
数
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
体

制
を
整
え
，
仕
訳
伝
票
の
様
式
を
改
善
し
た
。

　
　
　
　
ｂ
 　
委
託
契
約
に
基
づ
き
，
毎
月
定
期
の
支
出
が
発
生
す
る
顧
問
料
に
つ
い
て
は
，
支
払
い
の
延
滞
を
防
ぐ

た
め
，
普
通
預
金
か
ら
自
動
的
に
引
落
し
す
る
よ
う
改
善
し
た
。

　
　
　
　
ｃ
 　
法
人
会
計
と
事
業
会
計
間
の
取
引
き
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
，
期
中
に
完
結
す
る
案
件
，
翌
期

に
ま
た
が
っ
た
案
件
な
ど
，
特
に
分
か
り
に
く
い
処
理
に
つ
い
て
共
通
の
統
一
し
た
方
法
を
記
載
し
た
処

理
方
針
を
作
成
し
た
。

　
　
　
　
ｄ
 　
共
通
の
処
理
を
徹
底
す
る
た
め
，
伝
票
作
成
に
関
わ
る
全
職
員
を
対
象
に
処
理
方
針
の
内
容
等
，
適
正

な
会
計
処
理
に
つ
い
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
い
，統
一
し
た
方
針
に
よ
る
会
計
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
た
。

　
　
　
　
 　
県
と
し
て
は
不
適
正
な
伝
票
処
理
に
つ
い
て
早
急
な
対
応
を
求
め
た
結
果
，
平
成
28年
12月
よ
り
仕
訳
伝

票
の
様
式
を
改
め
，
複
数
人
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
，
今
後
同
様
な
誤
り
が
発
生
し
な
い
よ
う
，
適
切
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
維
持
に
つ
い
て
，
引

き
続
き
指
導
す
る
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
特
に
分
か
り
に
く
い
処
理
項
目
に
つ
い
て
，
新
た
に
作
成
さ
れ
た
処
理
方
針
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
，

案
件
毎
の
仕
訳
伝
票
の
作
成
方
法
等
の
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
，
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
発
生
が
防
止
で
き

る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
引
き
続
き
適
正
な
会
計
処
理
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
間
違
い
や
す
い
処

理
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
職
員
全
員
が
共
有
す
る
と
と
も
に
，
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
し
て
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

継
続
的
に
行
う
よ
う
指
導
し
た
。

　
　
　
　
 　
な
お
，
今
後
は
基
金
か
ら
四
半
期
毎
に
残
高
試
算
表
を
県
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
と
し
，
内
容
に
つ
い
て
定

期
的
に
確
認
し
た
上
で
必
要
に
応
じ
て
直
接
調
査
・
指
導
し
て
い
く
。

　
⑸
　
団
体
名
　
仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
期
末
に
お
い
て
，
累
積
欠
損
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
鉄
道
会
社
の
経
営
改
善
に
あ
っ
て
は
，
こ
れ
ま
で
「
仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社
改
革
支
援
プ
ラ
ン
行
動
計
画
」
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・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  915,028,595円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
1,471,741,520円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
2,386,770,115円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
（
平
成
28年
３
月
策
定
），
平
成
28年

度
県
税
事
務
運
営
及
び
平
成
28

年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
に
基
づ
き
，
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
の
開
催
，
県
税
還
付
金
情
報
の
提
供
，
車
両
保
有
状
況

調
査
支
援
や
仙
台
市
と
在
仙
３
県
税
事
務
所
と
の
情
報
交
換
会
の
開
催
等
に
よ
り
，
仙
台
市
と
の
連
携
強
化
を

図
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
繋
げ
た
。

　
　
　
 　
そ
の
他
の
税
目
に
関
し
て
は
，
早
期
の
折
衝
・
財
産
調
査
に
努
め
，
納
税
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
滞

納
と
な
っ
て
い
る
者
に
対
し
，
換
価
・
取
り
立
て
が
容
易
な
預
金
・
給
与
等
の
債
権
を
中
心
に
積
極
的
に
差
押

え
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
，
換
価
・
取
り
立
て
は
，
平
成
27年
度
に
比
べ
件
数
で
103件

増
の
292件

，
金
額
で

15,181千
円
増
の
24,384千

円
の
成
果
を
得
た
。
な
お
，
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
，
自
動
車

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
，
捜
索
・
動
産
差
押
え
，
公
売
等
を
実
施
し
，
税
収
確
保
と
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
⑶
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
149,641,506円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
163,979,491円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
313,620,997円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
116,736,889円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
226,450,056円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
343,186,945円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
平
成
28年
３
月
に
策
定
し
た
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」，「
平
成
28年
度
県
税
事
務
運
営
」
及

び
「
平
成
28年
度
事
務
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
120,565,932円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
261,987,117円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
382,553,049円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
114,470,016円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
271,009,386円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
385,479,402円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
平
成
28年
３
月
に
策
定
し
た
，「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」及
び「
平
成
28年
度
県
税
事
務
運
営
」

に
基
づ
き
，
次
の
と
お
り
収
入
未
済
の
縮
減
及
び
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
管
内
市
町
と
の
住
民
税
徴
収
確
保
対
策
会
議
等
を
通
じ
円
滑
な
情
報
交
換
を
図

り
な
が
ら
共
同
催
告
や
県
税
還
付
金
差
押
支
援
を
行
っ
た
ほ
か
，「
宮
城
県
徴
税
吏
員
と
市
町
徴
税
吏
員
と
の

併
任
に
関
す
る
要
綱
」
に
基
づ
く
協
約
書
を
管
内
市
町
と
締
結
し
，
県
と
市
町
が
協
働
で
収
入
未
済
額
縮
減
に

取
り
組
む
環
境
を
整
備
し
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
初
動
・
調
査
チ
ー
ム
と
処
分
チ
ー
ム
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
一

層
の
進
行
管
理
に
努
め
，
捜
索
を
は
じ
め
徹
底
し
た
財
産
調
査
に
基
づ
き
預
貯
金
な
ど
の
差
押
え
を
行
う
な
ど

滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
⑵
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  941,910,857円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
1,175,622,329円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
2,117,533,186円
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⑸
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
23,007,630円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
59,529,522円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
82,537,152円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
22,605,363円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
65,706,244円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
88,311,607円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
北
部
県
税
事
務
所
と
共
同
で
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
し
，
栗
原
市
と
の

連
携
強
化
，
徴
収
ス
キ
ル
の
向
上
等
に
努
め
た
。
ま
た
，
当
所
の
職
員
５
名
を
栗
原
市
職
員
（
徴
税
吏
員
）
に

併
任
発
令
し
，
特
別
徴
収
未
納
者
に
対
し
共
同
で
訪
問
催
告
（
20件
）
す
る
こ
と
を
始
め
，
滞
納
整
理
機
構
実

施
の
捜
索
（
栗
原
市
の
案
件
）
に
捜
索
員
と
し
て
２
名
が
参
加
す
る
な
ど
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
と
税
収
確
保

支
援
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
一
般
税
に
つ
い
て
は
，
早
期
の
納
税
折
衝
，
財
産
調
査
に
努
め
た
ほ
か
，
納
税
資
力
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
税
に
応
じ
な
い
者
に
は
滞
納
処
分
を
積
極
的
に
進
め
た
。

　
　
　
 　
な
お
，
滞
納
処
分
は
，
換
価
が
容
易
で
あ
る
債
権
差
押
え
を
中
心
と
し
て
い
る
一
方
，
困
難
案
件
に
つ
い
て

は
，
捜
索
・
動
産
差
押
え
を
実
施
し
市
町
村
合
同
公
売
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
出
品
し
税
収
確
保
，
収

入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
 　
特
に
年
度
末
に
お
い
て
は
，
納
税
資
力
が
な
い
者
に
対
す
る
滞
納
処
分
執
行
停
止
を
進
め
た
。

　
⑹
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
管
内
市
町
村
と
協
働
で
滞
納
整
理
等
を
行
う
実
働
組
織
「
チ
ー
ム
T
.O
.T
.O
」

に
よ
る
対
象
案
件
32件
の
滞
納
整
理
を
実
施
し
，一
層
の
滞
納
額
縮
減
に
努
め
た
。
ま
た
，「
チ
ー
ム
T
.O
.T
.O
」

対
象
事
案
以
外
に
も
共
同
催
告
な
ど
市
町
村
支
援
の
た
め
の
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
に
掲
げ
る
差
押
え
な
ど

の
滞
納
処
分
を
中
心
と
し
た
取
組
を
徹
底
す
る
た
め
，
早
期
の
財
産
調
査
に
努
め
，
預
貯
金
，
給
与
，
自
動
車

な
ど
の
差
押
え
を
積
極
的
に
実
施
し
た
。
ま
た
，
長
期
滞
納
事
案
や
換
価
の
見
込
め
な
い
長
期
差
押
財
産
の
見

直
し
を
行
い
，
徴
収
緩
和
制
度
も
適
切
に
適
用
し
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
⑷
　
北
部
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
100,335,573円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
358,612,303円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
458,947,876円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
113,961,925円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
395,105,009円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
509,066,934円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，「
個
人
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
」（
年
２
回
，
栗
原
地
域
事
務
所
と
合
同
），「
滞

納
処
分
実
務
研
修
会
」（
年
１
回
）
を
開
催
し
，
情
報
交
換
や
滞
納
処
分
技
術
向
上
の
支
援
を
図
っ
た
ほ
か
，

県
税
職
員
の
管
内
市
町
徴
税
吏
員
併
任
発
令
及
び
管
内
市
町
徴
税
吏
員
の
相
互
併
任
発
令
職
員
に
よ
る
「
併
任

職
員
徴
収
対
策
会
議
」
を
年
８
回
に
わ
た
り
開
催
し
，
各
市
町
か
ら
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
，

滞
納
整
理
方
針
や
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
，
滞
納
額
の
縮
減
を
図
っ
た
。
ま
た
，
相
互
併
任
発
令

職
員
に
よ
る
差
押
え
・
捜
索
を
行
う
チ
ー
ム
を
編
成
し
，
預
金
差
押
え
，
訪
問
折
衝
等
の
徴
収
対
策
を
実
施
し
，

収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
財
産
調
査
の
早
期
着
手
に
努
め
，
預
貯
金
等
債
権
の
差
押
え
を
主

体
に
効
果
的
な
滞
納
処
分
を
実
施
し
た
。
ま
た
，
財
産
調
査
の
結
果
，
担
税
力
が
な
い
と
判
断
し
た
滞
納
者
に

対
し
て
は
，
滞
納
処
分
執
行
停
止
等
の
措
置
を
行
い
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
た
。
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賃
金
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
，
支
給
定
日
を
過
ぎ
て
支
給
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
支
給
額
　
　
162,783円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
出
納
員
と
給
与
担
当
者
の
２
名
で
行
っ
て
い
た
支
払
予
定
日
の
確
認
に
つ
い
て
，
内
部
統
制
の
た
め
当
所
で

使
用
し
て
い
る
「
履
行
確
認
一
覧
表
」
の
出
納
確
認
を
次
席
の
出
納
員
が
行
い
，
３
名
の
確
認
体
制
と
し
た
。

　
⑼
　
中
新
田
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
報
酬
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
非
常
勤
職
員
の
報
酬
に
つ
い
て
，
支
給
定
日
を
過
ぎ
て
支
給
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
４
件

　
　
　
　
　
・
支
給
額
　
　
182,136円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
職
場
内
研
修
等
で
，
担
当
者
だ
け
で
な
く
事
務
室
内
で
関
係
法
令
等
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
，
期
限
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
表
を
作
成
し
，
複
数
で
確
認
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
，
出
納
員
は
，
支
払
い
確
認
期
限
日
に
も
再
度
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑽
　
利
府
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
賃
金
に
お
い
て
，
支
給
額
の
誤
り
に
よ
る
一
部
金
額
の
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
２
件

　
　
　
　
・
正
支
給
額
　
171,261円

　
　
　
　
・
誤
支
給
額
　
145,276円

　
　
　
　
・
追
給
額
　
　
 25,985円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
今
回
の
支
給
額
の
誤
り
に
つ
い
て
は
，
社
会
保
険
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い
任
用
形
態
で
あ
っ
た
も
の
を
誤

加
入
し
賃
金
か
ら
控
除
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
，
ま
た
，
通
勤
手
当
相
当
額
の
月
限
度
額
を
誤
っ
た
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 43,238,492円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
105,892,864円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
149,131,356円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 39,124,790円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
126,125,838円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
165,250,628円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
「
平
成
28年
度
県
税
事
務
運
営
」
に
基
づ
き
，
次
の
と
お
り

収
入
未
済
額
の
縮
減
と
税
収
の
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
地
方
税
法
第
48条
に
よ
る
直
接
徴
収
を
実
施
し
た
ほ
か
，
共
同
催
告
・
共
同
徴

収
，
県
税
還
付
金
の
差
押
支
援
や
市
町
職
員
の
滞
納
整
理
技
法
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
開
催
な
ど
市
町
を

積
極
的
に
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
に
つ
い
て
は
，
早
期
の
折
衝
・
催
告
を
行
う
と
と
も
に
，
預
貯
金
，
給
与
等
の
債
権
を
中

心
に
早
期
の
財
産
調
査
を
行
い
，
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
活
用
し
，
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
た
。
さ

ら
に
資
力
の
な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
，
滞
納
処
分
執
行
停
止
等
を
行
い
，
適
切
な
債
権
管
理
に
努
め
た
。

　
⑺
　
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
需
用
費
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
に
よ
る
遅
収
加
算
金
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
ガ
ス
料
金
の
支
払
い
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
遅
収
加
算
金
が
発
生
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
遅
収
加
算
金
　
1,196円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
支
払
遅
延
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
，
今
後
の
公
共
料
金
等
支
出
の
事
務
処
理
に
当
た
っ
て
は
，
会
計
事
務

月
例
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
担
当
班
長
及
び
出
納
員
が
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も
に
，
支
出
処
理
の
年
間
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
班
員
に
も
見
え
る
よ
う
に
壁
面
に
張
り
，
処
理
し
た
都
度
そ
の
日
付
を
記
入
す
る
な
ど
，
複
数

の
目
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
充
実
さ
せ
，
内
部
統
制
の
強
化
を
図
り
適
正
な
支
出
業
務
を
実
施
す
る
。

　
⑻
　
仙
台
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
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収
用
委
員
会

雑　
　
　

報

〇
宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
定
款
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理
事
長　
　

大　
　

友　
　

喜　
　

助　
　
　

り
後
日
追
給
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
会
計
事
務
の
手
引
き
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
研
修
会
に
参
加
し

自
己
研
鑽
を
積
み
制
度
理
解
を
図
っ
て
い
る
。
併
せ
て
，
非
常
勤
職
員
等
取
扱
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
事
務

手
続
き
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
複
数
で
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
り
再

発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
⑾
　
仙
台
北
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
賃
金
に
お
い
て
，
支
給
額
の
誤
り
に
よ
る
一
部
金
額
の
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
・
正
支
給
額
　
132,755円

　
　
　
　
・
誤
支
給
額
　
120,425円

　
　
　
　
・
追
給
額
　
　
 12,330円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
本
支
払
遅
延
に
あ
っ
て
は
，
支
給
調
書
の
支
出
金
額
を
見
誤
っ
て
支
出
決
議
を
行
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る

こ
と
か
ら
，
決
裁
時
に
支
出
決
議
担
当
者
以
外
の
職
員
が
，
手
計
算
に
よ
り
検
算
を
行
い
，
支
給
金
額
誤
り
の

防
止
対
策
を
講
じ
た
。

　
　
　
 　
ま
た
，
職
員
個
々
の
担
当
業
務
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
，
相
互
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
，
会
計

業
務
全
般
に
つ
い
て
の
指
導
教
養
を
行
っ
た
。

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
26号

　
平
成
29年
３
月
６
日
付
け
で
当
委
員
会
が
行
っ
た
大
谷
川
地
区
海
岸
改
修
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
大
谷
川
浜
小
浜
山

地
内
か
ら
同
市
大
谷
川
浜
二
重
坂
地
内
ま
で
）
及
び
県
道
女
川
牡
鹿
線
改
築
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
大
谷
川
浜
小
浜
山

地
内
か
ら
同
市
大
谷
川
浜
二
重
坂
地
内
ま
で
）（
大
谷
川
浜
大
谷
川
事
件
）
に
係
る
裁
決
手
続
開
始
決
定
に
つ
い
て
，

平
成
29年
６
月
12日
付
け
で
別
紙
の
と
お
り
更
正
す
る
。

　
（
注
）
 別
紙
は
，
宮
城
県
収
用
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執
務
時

間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
宮
城
県
規
則
第
45号
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と
す
る
。

　
　
平
成
29年
６
月
23日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
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宮城県市町村職員共済組合平成28年度決算の要旨

１　組合に属する地方公共団体等

市 町 村 一部事務組合等 合　　計
13 20 1 17 51

２　組合員数及び標準報酬月額は，次のとおりである。

組 合 員 の 種 別 一　　般 市町村長 特定消防 市町村長長期 船員一般 任意継続 合　　計
組 合 員 数（人） 16,680 34 1,809 10 302 18,835

標準報酬月額（千円）
長期 5,996,288 21,020 616,406 4,040 6,637,754
短期 6,277,288 27,970 616,406 4,040 102,770 7,028,474

１人当たり標準報酬月額
 （円）

長期 359,490 618,235 340,744 404,000 358,159
短期 376,336 822,647 340,744 404,000 340,298 373,160

３　組合職員の数は，次のとおりである。
（単位：人）

経　理　単　位 業　務 保　健 宿　泊 貯　金 貸　付 物　資 計
人　　　　　員 21 2 3 1 1 1 29

４　各経理単位別収支状況は，次のとおりである。
（単位：千円）

区　　　　　分 短　期 厚生年金保険 退職等年金 経過的長期 経過的長期
預託金管理 業　務 保　健 宿　泊 貯　金 貸　付 物　資

（収　　　入）
負担金 5,611,105 14,029,218 769,851 164,513 200,888 175,078

掛金・保険料 5,688,060 8,963,249 769,852 169,750

施設収入・商品売上 256,028

連合会交付金 101 96,700 17 465

利息及び配当金 576 77,640 139 298 819 561,900 98,846

その他収入 502,962 308 13,757 28,145 2,968 20,269

他経理から繰入金 11,085 90,032

前年度繰越支払準備金 789,924

計 12,592,728 22,992,467 1,539,703 164,513 77,640 309,120 358,900 375,024 564,868 99,311 20,269

（支　　　出）
給付金 5,074,012

負担金払込金 14,029,218 769,851 164,513

掛金・保険料払込金 8,963,249 769,852

役職員給与 136,535 15,990 123,269 6,416 5,582 3,816

特定健康診査等費 20,324

旅費・事務費 12,955 4,280 2,509 3,035 2,864 619

商品仕入 7,684

飲食材料費 49,357

委託費 4,842 6,354 12,090 48 3

支払利息 77,640 506,316 73,770 8,933

老人保健拠出金 48

退職者給付拠出金 129,995

前期高齢者納付金 2,304,841

後期高齢者支援金 2,007,274

病床転換支援金 11

介護納付金 857,670

連合会払込金 139,340 5,229

連合会拠出金 503,295

他経理へ繰入金 11,085 90,032

その他支出 14,605 150,117 242,326 155,884 3,211 2,062 3,544

次年度繰越支払準備金 777,622

計 11,819,798 22,992,467 1,539,703 164,513 77,640 304,449 379,306 350,793 519,026 89,510 16,912

差引当期利益金 772,930 4,671 24,231 45,842 9,801 3,357

差引当期損失金 20,406

年度末支払準備金 777,622

年度末資本剰余金 40,923 19,404 1,515,074 9,673

年度末利益剰余金 2,685,195 349,593 1,193,040 112,848 2,033,928 638,220 173,200
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仙台市職員共済組合平成28年度決算の要旨

１　組合に属する地方公共団体等

市 合　　計
1 1

２　組合員数及び標準報酬の月額は，次のとおりである。

組 合 員 の 種 別 一　　般 市　　長 特定消防 継続長期 任意継続 合　　計
組 合 員 数（人） 8,137 1 1,002 1 103 9,244

標準報酬の月額（千円）
長期 3,646,390 620 445,490 560 4,093,060
短期 3,725,320 1,270 445,950 36,690 4,209,230

１人当たり標準報酬の月額
 （円）

長期 448,125 620,000 444,601 560,000 447,769
短期 457,825 1,270,000 445,060 356,214 455,397

３　組合職員の数は，次のとおりである。
（単位：人）

経　理　単　位 業　務 貸　付 合　計
人　　　　　員 6 1 7

４　各経理単位別収支状況は，次のとおりである。
 （単位：千円）

区　　　　　分 短　期 厚生年金保険 退職等年金 経過的長期 経過的長期
預託金管理 業　務 保　健 貯　金 貸　付

（収　　　入）

負担金 2,854,777 8,498,166 465,904 97,362 39,724 97,226 

掛金・保険料 2,877,522 5,429,165 465,881 94,595 

利息及び配当金 32,403 126,975 51,770 

その他収入 311,127 58,038 276 

他経理からの繰入金 13,581 

前年度繰越支払準備金 418,974 

計 6,462,400 13,927,331 931,785 97,362 32,403 111,343 191,821 126,975 52,046 

（支　　　出）

給付金 2,787,669 

役職員給与 40,331 1,940 1,625 6,519 

旅費・事務費 9,638 347 211 1,133 

委託費 3,074 1,462 173 131 

支払利息 32,403 114,308 32,403 

連合会払込金 82,620 13,927,331 931,785 97,362 2,844 

連合会拠出金 298,168 

老人保健拠出金 24 

退職者給付拠出金 77,363 

前期高齢者納付金 635,346 

後期高齢者支援金 1,120,303 

病床転換支援金 6 

介護納付金 502,663 

他経理へ繰入金 13,581 

その他支出 1,823 46,248 155,949 540 1,528 

次年度繰越支払準備金 422,470 

計 5,942,036 13,927,331 931,785 97,362 32,403 99,291 159,698 116,857 44,558 

差引当期利益金 520,364 12,052 32,123 10,118 7,488 

年度末支払準備金 422,470 

年度末資本剰余金 1,513 

年度末利益剰余金 1,749,401 54,046 458,654 405,161 1,174,050 
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